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林業ガイダンス（視察研修）　～緑科学科１・２・３年～ 
　12 月２日に森林関連や林業関連の事業、木材産業の事業視察を行う林
業ガイダンスが行われ緑科学科１、２、３年生が参加しました。林業研
究指導所舞原演習林でセンダンの樹種を学んだり、木工房ひのかわでは、
無垢の材で作られた家具等を見学しました。
○生徒感想
　緑科学科３年　高橋くん（矢部中出身）
　今回は林業研究指導所の演習林と木工房ひのかわさんで研修をしました。
林業研究指導所の演習林では様々な種類の樹木について説明していただき
ました。中でも印象に残っているのは、「ナンゴウヒ」と「センダン」です。
ナンゴウヒはヒノキで唯一さし木で生産されるヒノキであり、真っ直ぐ成
長し、病気にも強いといった特性があります。センダンは広葉樹でありと
ても成長が早いことが分かりました。センダンは自分で植栽して自分で伐
採できるほど成長が早いので、今後、日本の林業の為にとても必要なもの
だと感じました。また、その他の樹種についても説明していただきました。
私は将来、林業関係の仕事に就こうと考えているのでとても参考になりました。　
　次に木工房ひのかわさんで家具について説明していただきました。ここでは家具を製作されていま
した。桜や桐など高級な木材を利用されていました。量産品とは違い合板などを使わず一枚板を使い、
アリ組という方法で木材どうしを接合し、家具を生産されています。私たちも実習で小型イスなどの
木工品を製作しているので、とても参考になりました。　今回学んだことを今後の実習や座学に活か
していきたいです。

 山都塾（第６回）　～緑科学科１・２年～
　12 月３日、第６回山都塾に緑科学科１．２年生 12 名、パネラーとして
緑科学科の杉村先生が参加しました。午前中はフットパスコースを歩き、
地元の林業家栗屋氏の森を見させていただきました。100 年の森の素晴
らしさを見ることができたのは大変貴重な経験となりました。午後には、
森の聞き書きの立案者である澁澤氏が関わられたドキュメンタリーを観
せていただきました。森の技術者としての姿だけでなく生き方を映し出
しており、人生観に大きな刺激を与えるものでした。
○生徒感想
　緑科学科１年　小田くん（矢部中出身）
　フィールドワークでは、栗屋さんの所有する山を歩き、樹齢 100 年に
もなるナンゴウヒやメアサ杉の人工林を見せていただきました。手入れ
をすることで、ここまで大きく育つことが分かり驚きました。また、午
後からは澁澤さん、栗屋さんなどと山都町の森林や林業についてディス
カッションがあり、とても勉強になりました。

第 13回公徳文芸賞　～入賞～
　第 13 回公徳文芸賞に矢部高校から応募をしました。
短歌、俳句、自由詩、肥後狂句の４部門があり、過去
最高の 2,882 点の作品の中から、俳句の部門で、普通
科１年甲斐くん（矢部中出身）の作品が入選しました。

鐘の音が　聖矢の空に　白散らす
　11月28日、29日に行われた熊本県教職
員ハンドボール大会で矢部高校職員チー
ムがBリーグで２位に入賞しました。

教職員ハンドボール大会

第６回

山都塾
　　テーマ：「百年の木

を育
てる
　～
林業

の名人
に学ぶ～」

　12 月３日（土）、第 6回山都塾が「百年の木を育てる ～林業の
名人に学ぶ～」をテーマに開催されました。講師には、町内から東
竹原自治振興区の栗屋克範さん、外部講師としてNPO法人 共存
の森ネットワーク理事長の澁澤寿一さん、また矢部高校緑科学科の
杉村拓哉先生をお招きし、小中学生や矢部高校生から大人まで、約
80名が参加しました。
　まず、午前 10時に東竹原老人憩いの家に集合してスタート。開

会の挨拶の後、すぐに熊本県指導林家であり林業の名人、栗屋さんのご案内で歩き始めました。50年
生の森、それから 100 年生の森へと向かい、実際に木がどのようにして植えられたのか、地域独自のナ
ンゴウヒと呼ばれる檜や、メアサ杉についてなど興味深いお話をお聞きしました。
　昼食には希望者で、東竹原地域で地域おこしの一環として栽培に取組まれている、在来種の「みさを
大豆」を使った美味しいお弁当を堪能。午後は蘇陽支所営農ホールにて、映画『森聞き』の上映があり
ました。毎年全国 100 人の高校生が、100 人の森や海・川など
の名人さんたちにお話を聞きに伺う「聞き書き甲子園」の取組み
を描いたドキュメンタリーで、映画では 4人の高校生と 4人の
名人たちの心温まるやり取りがとても印象的でした。
　最後に、林業の名人の栗屋さん、今年 15回目となる「聞き書
き甲子園」の生みの親である澁澤さん、矢部高校の杉村先生の３
人を招いてのパネルディスカッションが行われ、ゲストのみなさ
んの一つひとつの言葉に、会場全体が聞き入りました。アンケー

トで参加者からは「林業の奥深さに感動
した」などの感想があり、山の仕事につ
いて、見て、聞いて、体感した、学び多
き一日となりました。

山都塾 Facebook ページ
https://www.facebook.com/yamato.school
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